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研究成果の概要（和文）：既卒採用看護師の組織社会化促進要因を明らかにするために、文献レビューと、看護
師に対するインタビュー調査を行った。その結果、既卒採用看護師と新卒採用看護師で共通する組織社会化促進
要因が抽出されるとともに、それぞれに特有な促進要因が抽出された。組織社会化を促す上で、既卒採用看護師
には新卒採用看護師とは異なるアプローチが必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the antecedents of newly hired experienced 
nurses organizational socialization. Semi-structured interviewed were conducted with newly hired 
experienced nurse and newly graduated nurses. The finding showed that the antecedents of newly hired
 experienced nurse were different from those of newly graduated nurses.　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
既卒看護師の採用年度内の離職率は新卒看護師のそれと比べて高く、転職等で職場を替えた既卒看護師の組織へ
の適応すなわち組織社会化を促進させる要因の特定は重要な課題である。看護分野における組織社会化研究は、
国外では新卒看護師･既卒看護師を分けず｢新採用の看護師」としてまとめて扱われる場合が多く、国内において
は既卒看護師の組織社会化促進要因は明らかになっていないのが現状である。本研究で、既卒採用看護師と新卒
採用看護師では組織社会化促進要因が異なることが明らかになり、既卒採用看護師の適応促進・離職防止のため
には、新卒看護師に対するものとは異なる独自の対応策をとる必要が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
看護師は、その多くが働く病院を替えながら職業的キャリアを継続していくことが各種調査

から明らかになっている。しかし、前職場とのシステムや組織文化の違いから、新たな職場へ
の適応・定着が困難となり、再び離職するケースが少なくない。既卒看護師の採用年度内の離
職率は、新卒看護師のそれと比べて高く、転職等で職場を替えた既卒看護師の組織への適応す
なわち組織社会化を促進させる要因の特定は重要な課題である。しかし、既卒採用看護師の組
織社会化については未解明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、既卒採用看護師の組織社会化促進要因を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 
（１）文献レビュー 
既卒採用者の組織社会化と新卒採用者の組織社会化、および促進因子の相違点･共通点を明確

にするために、国内外の組織社会化研究の文献レビューを行った。また、将来的に実施する予
定の大規模質問紙調査で用いる尺度を検討するため、先行研究で用いられている諸種の尺度の
批判的検討を行った。 
（２）インタビュー調査 
文献レビューの結果をもとに作成した「組織社会化統合モデル(仮)」は、主として企業の新

卒社員を対象とした文献から要素が抽出されている。疾病の診療を目的とする病院、そこでケ
アを提供する看護師に本モデルがそのまま適用できるかは、検討する必要がある。また、既卒
採用看護師の組織社会化と、新卒採用看護師の組織社会化の共通点･相違点も明らかにしなけれ
ばならない。そこで「組織社会化統合モデル(仮)」の看護師への適用可能性を検証することを
目的に、看護師へのインタビュー調査を行った。 
研究協力者は国内病院に採用されて 3年未満の既卒看護師、新卒看護師とし、リクルートに

は研究者のネットワークを用いた。協力者を既卒と新卒にわけ、半構造化グループインタビュ
ーを行った。研究計画書段階で予定していた協力者数の約半数に達した時点で、COVID-19 によ
る影響から、病院勤務の看護師のリクルートが困難となったため、インタビュー調査の継続を
中止した。 
 

４．研究成果 
（１）文献レビュー 
①国内外の先行研究をレビューした結果、特に日本における組織社会化研究の多くは、経営学
領域で企業の新卒社員を対象として行われているものが多く、組織社会化促進要因の特定に関
する研究が比較的進んでいた。一方、既卒社員の組織社会化研究については、雇用の流動化に
伴い、近年問題意識が高まりつつあるものの、発展の余地があると考えられた。また、複数の
研究において、組織社会化促進要因が新卒と既卒で異なることが示唆されていた。 
②看護分野における組織社会化研究は、国外では新卒看護師･既卒看護師を分けず｢新採用の看
護師」としてまとめて扱われる場合が多く、既卒看護師の組織社会化の特異性に焦点をあてた
研究は見当たらなかった。国内においては、新卒看護師の組織社会化促進要因に関する実証研
究が散見されたが、既卒看護師を対象とした組織社会化研究は質的研究が多く、組織社会化の
促進要因の特定、それが新卒看護師の促進要因とは異なるのかは、立証に至っていないと考え
られた。 
③文献レビューの結果をもとに、組織社会化の先行要因、成果を含んだ「組織社会化統合モデ
ル(仮)」を作成した。 
（２）インタビュー調査 
①データ分析の結果、既卒採用看護師と新卒採用看護師で共通する組織社会化促進要因が抽出
されるとともに、既卒採用看護師に特有な促進要因、新卒採用看護師に特有な促進要因がそれ
ぞれ抽出された。また、分析結果を文献レビューから作成した「組織社会化統合モデル(仮)」
に対照させたところ、看護師に特有な組織社会化促進因子が抽出された。従来の組織社会化研
究は企業の新卒社員を対象としているものが多いが、以上の結果から、病院の新規採用看護師
に対しては、企業の新卒社員に対して行うものとは異なる独自の組織社会化促進策が必要であ
ること、組織社会化を促す上で既卒採用看護師には新卒採用看護師とは異なるアプローチが必
要であることが示唆された。 
②以上の結果から、文献から抽出された「組織社会化統合モデル(仮)」に、病院看護師の組織
社会化の特異性を加味した「看護師の組織社会化モデル」が構築された。 
③今後は、研究期間内に実施予定であったが COVID-19 の影響で実施を見合わせた質問紙調査を
行う予定である。質問紙調査では「看護師の組織社会化モデル」を検証し、既卒採用看護師の
組織社会化促進因子を明らかにする。それにより、既卒採用看護師の適応促進・離職防止のた



めには、新卒看護師に対するものとは異なる独自の対応策をとる必要を示すことができる。 
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